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１．はじめに 

富士川支川である早川右支川に位置する春木川は，上流に

大規模崩壊地である七面山を有し，降雨による土砂流出量が

多く河床変動が激しいため，流域全体の土砂動態を把握・監視

することが重要である 1)． 
本流域では，河床状況把握を目的として，市販 UAV を用い

た調査を R6 年度に実施している 2)．ネットワーク RTK およ

び地形追従飛行を導入することで，低コストかつ簡易的に 3 次

元地形モデルを高精度で構築し，河床状況の把握および 2 時

期の差分解析による河床変動量の算出を行った．しかしなが

ら，R6 年度では UAV 調査範囲を河床部分に限定しており，最

上流からの生産土砂量を算出できていない．これは，七面山源

頭部は崩壊範囲が直線距離で約 2,500m，比高差で約 1,200m あ

り，急峻な地形のため通信の確保も厳しく UAV の飛行難易度

が非常に高くなり，UAV 調査の範囲から除外したためである． 
本稿では，広範囲かつ急峻な地形において安定した飛行が

見込まれる機体を選定し，七面山源頭部を含めた春木川全体

の出水期前後における UAV 調査を実施した．SfM 解析技術に

より 3 次元点群データを作成し 2 時期の地形差分解析を行い，

春木川全体の河床変動量を整理した． 
 
２．調査概要 

２.１ 調査対象 

UAV 調査は，富士川流域の早川右支川「春木川」で実施した 
(図 1)．河床全域を複数のコースに分割し，目視内飛行のみの

自動飛行で UAV 調査を行っている． 
２.２ 調査時期 

2025 年 9 月 4 日～5 日にかけて小規模の出水が発生しため，

出水期前 (2025 年 7 月 25 日) と出水後 (2025 年 10 月 8 日～9
日) の計 2 回調査を実施した． 
２.３ 使用した機体 

河床範囲の調査には DJI 社製の「Mavic 3 Multispectral」，源頭

部範囲の調査には DJI 社製の「Matrice 400」を使用した (図 2)．
両範囲の飛行において，ネットワーク RTK および地形追従飛

行を導入している．七面山源頭部範囲の飛行は，大春木砂防堰

堤を離発着地点とした高高度の目視内飛行とした．航空法の

申請を行い，150m 以上の高高度で飛行し，機体と送信機間の

通信を確保した．空撮は航空写真測量用の高解像度カメラ 
(Zenmuse P1) を採用し，高高度飛行においても地上画素数が

低下しないようにした．また，目視内飛行の補助となるよう，

機体にはサーチライト (Zenmuse S1) を搭載し，機体の視認性

を向上させた． 
  

図 2 七面山源頭部範囲の調査に使用した UAV 

図 1 UAV 調査範囲 
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３．調査結果 
七面山源頭部の UAV 調査結果およ

び差分解析結果を図 3 に示す．第 1 回

調査では，対地高度を 200m，オーバ

ーラップ率 80%，サイドラップ率 70%
で飛行させたところ，総飛行時間は約

50 分であった．源頭部右岸側を飛行中

に左岸側に雲が発生し，左岸側の調査

を中止したため，オルソの一部が欠落

している．長距離かつ比高差のある飛

行となったが，目視および通信等に問

題はなく，変化しやすい山の天候が最

も飛行に影響する． 
第 2 回調査では，対地高度を 285m ・

350m とし，より高高度で高度設定を

行った．オーバーラップ率 70%，サイ

ドラップ率 60%とラップ率も低下さ

せ，飛行時間の削減を目指し設定変更

を行った．結果として飛行中に雲が発

生する前に調査を実施し，七面山源頭

部全体のオルソ写真および 3 次元点

群データの作成に成功し，七面山源頭

部の差分解析を実施した． 
図 4 に，春木川全体の河床変動量一

覧を示す．2 時期間中に春木川では小

規模な出水が 2 回発生しており，七面

山源頭部より約 16,500m3 の生産土砂

が河道区間へ流下した結果が得られ

た．河道区間では仲島砂防堰堤堆砂敷

で約 2,900m3 の堆積傾向となり，その他範囲は全

て侵食傾向であった．今後，栃原砂防堰堤におけ

る流砂量観測結果と比較し，河床変動量算出結果

の精度検証を行う必要がある． 
 

４．おわりに 

市販の中型 UAV を使用し，短時間で源頭部範囲

を含めた調査を実施可能な体制を整備し，簡易的

に七面山源頭部の状況把握および春木川全体の河

床変動量算出を実施した．これにより，出水 1 イ

ベント毎に，最上流からの生産土砂量を含めた河

床変動量を整理し，流砂量観測の精度検証等に適

用可能であると考える．一方で，源頭部範囲にお

ける点群データや差分解析において，2 時期の各

点群データの位置精度や植生による点群欠落等の精度上の課題は多い．今後，これらの精度について向上させ

ていくことが望ましい． 
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図 4 2 時期差分解析結果 (2025/7/25～2025/10/8-9) 

第 2 回調査：2025 年 10 月 8 日 

2 時期差分解析結果 

第 1 回調査：2025 年 7 月 25 日 

オルソ欠落範囲 

図 3 七面山源頭部の UAV 調査結果および差分解析結果 
(2025/7/25～2025/10/8) 
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